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ナ
ノ
テ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
総
長

中
森 
秀
樹

　
日
本
大
学
理
工
学
部
（
Ｃ
Ｓ
Ｔ
）
で
過
ご

し
た
学
生
時
代
を
自
分
の
力
（
＋
）
に
か
え

て
、
各
界
で
活
躍
す
る
卒
業
生
に
お
話
を
伺

う
「
Ｃ
Ｓ
Ｔ
＋
な
ひ
と
」。

　
今
回
は
、
日
本
で
初
め
て
Ｄ
Ｌ
Ｃ
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
の
産
業
化
に
成
功
し
、
Ｄ
Ｌ
Ｃ
に
さ

ま
ざ
ま
な
機
能
を
付
加
し
医
療
分
野
や
バ
イ

オ
分
野
へ
応
用
範
囲
を
拡
大
し
て
い
る
ナ
ノ

テ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
の
総
長
、
中
森
秀
樹
さ
ん

（
物
理
学
科
卒
）
で
す
。

炭
素
を
制
御
し 

夢
の
材
料
を
生
成

　

Ｄ
Ｌ
Ｃ
（D

iam
ond-Like Carbon

）

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
は
、
炭
素
の
薄
膜
に
よ
る

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
で
す
。
真
空
中
に
イ
オ

ン
化
し
た
炭
化
水
素
ガ
ス
を
放
出
し
、
金
属

部
材
に
電
圧
を
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
炭

素
原
子
を
薄
膜
状
に
蒸
着
さ
せ
て
部
材
の
表

面
を
改
質
し
ま
す
。
Ｄ
Ｌ
Ｃ
と
い
う
の
は
も

と
も
と
放
電
現
象
や
イ
オ
ン
化
技
術
の
研
究

過
程
で
偶
然
発
見
さ
れ
た
物
質
で
、
硬
く
て

電
気
を
通
さ
な
い
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
よ
う
な

性
質
か
ら
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ラ
イ
ク
」
と
い

う
名
称
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
Ｄ
Ｌ
Ｃ
の
特
長

は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
よ
う
に
硬
く
表
面
は

滑
ら
か
と
い
う
特
性
で
す
。
摩
擦
係
数
が
少

な
く
耐
摩
耗
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
工
業
用

機
械
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
で
応
用
展

開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
私
は
理
工
学
部
物
理
学
科
で
核
融
合
、
高

温
プ
ラ
ズ
マ
の
制
御
を
研
究
し
、
卒
業
後
は

民
間
企
業
の
研
究
機
関
に
就
職
し
ま
し
た
。

大
学
の
研
究
室
で
行
っ
て
い
た
研
究
が
そ
の

ま
ま
生
か
さ
れ
る
よ
う
な
職
場
で
し
た
。
低

温
プ
ラ
ズ
マ
で
薄
膜
を
作
る
応
用
技
術
の
研

究
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
産
業

化
の
目
処
が
つ
い
た
矢
先
に
会
社
の
業
績
悪

化
か
ら
研
究
部
門
が
閉
鎖
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
仲
間
や
出
資
者
を
募
っ
て

ナ
ノ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
を
起
業
し
、
研
究
を

継
続
し
て
Ｄ
Ｌ
Ｃ
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
の
実

用
化
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　
炭
素
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
か
ら
グ
ラ
フ
ァ
イ

ト
ま
で
、
構
造
に
よ
っ
て
両
極
端
の
性
質
が

あ
り
ま
す
。
プ
ラ
ズ
マ
で
炭
素
を
制
御
す
る

こ
と
で
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
よ
り
硬
く
グ
ラ
フ

ァ
イ
ト
よ
り
滑
ら
か
な
材
料
を
生
み
出
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

「
材
料
を
制
す
」か
ら

「
規
格
を
制
す
」へ

　
弊
社
は
Ｄ
Ｌ
Ｃ
の
「
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
装
置

製
作
」「
受
託
加
工
」「
表
面
分
析
」
と
い
う

３
部
門
を
行
っ
て
い
ま
す
。
す
で
に
Ｄ
Ｌ
Ｃ

は
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
で
使
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
後
目
指
し
て
い
る
の
は
環
境
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
分
野
（
太
陽
電
池
、
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
）、
新
素
材
分
野
（
カ
ー
ボ
ン
半
導
体
）、

健
康
・
医
療
分
野
（
生
体
適
合
材
料
）
へ
の

応
用
で
す
。
Ｄ
Ｌ
Ｃ
に
い
ろ
い
ろ
な
要
素
を

付
加
し
て
異
な
る
特
性
を
発
現
さ
せ
、
半
導

体
化
さ
せ
た
り
生
体
適
合
性
を
持
た
せ
た

り
し
ま
す
。
Ｄ
Ｌ
Ｃ
を
含
む
高
機
能
性
を

持
つ
カ
ー
ボ
ン
膜
を
、
弊
社
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｆ 

（Intrinsic Carbon Film

）
と
呼
ん
で

い
ま
す
。
バ
イ
オ
関
連
、
医
療
関
連
、
電
気

ナ
ノ
テ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
総
長

中
森 
秀
樹



祭
り
の
灯
を 

さ
ら
に
大
き
な
も
の
に

理
工
学
部
長　
　
　

 

電
子
工
学
科
教
授　

山
本　

寛　

　

私
は
学
部
生
時
代
を
北
九
州
で
過

ご
し
ま
し
た
。
神
輿
が
路
地
を
練
り

歩
く
地
元
の
祭
り
か
ら
『
無
法
松
の

一
生
』
で
知
ら
れ
る
「
小
倉
祇
園
太

鼓
」
ま
で
、
折
に
触
れ
て
は
「
祭
り
」

や
「
祭
事
」
に
参
加
し
た
も
の
で
す
。

　

祭
り
は
元
来
、
信
仰
に
根
差
し
て

い
た
も
の
で
し
た
が
、
時
代
の
変
化

に
つ
れ
て
宗
教
的
な
色
彩
が
薄
れ
、

地
域
を
挙
げ
た
祭
事
と
し
て
の
意
味

合
い
が
強
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
最
近
は
、
全
国
で
地
域
の
祭

り
が
減
少
し
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

あ
る
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る
と
、
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
祭
り
が

10
年
で
９
つ
も
消
え
た
県
が
あ
る

そ
う
で
す
。
そ
の
主
た
る
原
因
は
担

い
手
の
不
足
で
、
こ
の
こ
と
は
地
域

の
人
口
の
減
少
な
ど
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
あ
る
面
で
は
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
へ
の
帰
属
意
識
の
低
下

も
意
味
し
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
理
工
学
部
・
短
期
大
学
部
（
船

橋
校
舎
）・
大
学
院
理
工
学
研
究
科

に
は
、
多
く
の
地
域
か
ら
学
生
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
自
身
の
地
元
の

こ
と
を
誇
ら
し
く
話
し
て
く
れ
る
学

生
が
随
分
と
減
っ
た
よ
う
に
も
感
じ

て
い
ま
す
。

　

今
号
の
テ
ー
マ
は
、「
桜
理
祭
」

で
す
。
私
は
前
身
の
習
志
野
祭
か
ら

通
算
す
る
と
30
年
近
く
「
山
の
家
」

と
い
う
模
擬
店
を
学
生
た
ち
と
出
店

し
て
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
私
自

身
が
お
祭
り
好
き
で
あ
る
と
い
う
こ

と
も
否
定
し
ま
せ
ん
が
、
理
工
学
部

の
一
員
と
し
て
の
「
個
」（identity

）

を
学
生
と
と
も
に
高
め
て
い
き
た
い

と
い
う
一
心
で
こ
こ
ま
で
続
け
て
き

て
い
ま
す
。
今
年
も
多
く
の
卒
業
生

が
、学
部
祭
に
あ
わ
せ
て
「
里
帰
り
」

し
て
く
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ

の
想
い
は
し
っ
か
り
と
伝
わ
っ
て
い

る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

祭
り
は
参
加
す
る
人
た
ち
の
熱

い
想
い
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
燃
え

上
が
る
も
の
で
す
の
で
、「
桜
理
祭
」

の
隆
盛
は
、
理
工
学
部
の
気
勢
の
象

徴
で
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
と
と
も

に
祭
り
の
灯
を
さ
ら
に
大
き
く
し
な

が
ら
、
活
力
の
溢
れ
る
キ
ャ
ン
パ
ス

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

学
部
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

関
連
等
の
各
企
業
を
「
ナ
ノ
テ
ッ
ク
グ
ル
ー

プ
」
と
し
て
グ
ル
ー
プ
運
営
し
、
こ
こ
柏
市

を
拠
点
と
し
て
、
周
辺
企
業
と
と
も
に
シ
リ

コ
ン
バ
レ
ー
の
よ
う
な
炭
素
素
材
の
集
積
地

「
カ
ー
ボ
ン
バ
レ
ー
」
を
目
指
し
て
、
研
究
・

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
材
料
を
制
す
る
者
は
世
界
を
制
す
る
」

と
よ
く
い
わ
れ
ま
す
が
、
今
後
は
「
規
格
を

制
す
る
」
こ
と
が
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。
Ｄ
Ｌ

Ｃ
は
新
し
い
材
料
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
標
準

規
格
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
分
析
器
や
測

定
器
を
作
る
と
と
も
に
、
国
際
標
準
の
規
格

を
策
定
し
て
い
る
最
中
で
す
。
規
格
を
公
開

す
れ
ば
必
ず
真
似
さ
れ
ま
す
が
、
同
時
に
業

界
の
裾
野
拡
大
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
弊
社

は
Ｄ
Ｌ
Ｃ
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
先
駆
け
で
あ

り
、
業
界
の
ト
ッ
プ
を
走
っ
て
き
ま
し
た
。

で
す
か
ら
こ
れ
か
ら
も
業
界
で
存
在
感
を
発

揮
し
続
け
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り

続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

悩
ん
だ
ら
大
学
へ

　
私
は
大
学
卒
業
後
す
ぐ
に
就
職
し
、
そ
の

後
起
業
し
ま
し
た
。
大
学
で
得
た
知
識
と
経

験
を
元
に
研
究
・
開
発
を
行
い
Ｄ
Ｌ
Ｃ
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
産
業
化
に
成
功
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
学
部
卒
業
程
度
の
知
識
し
か
持
ち

合
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
り
高
度
な

理
論
を
獲
得
し
た
い
、
そ
し
て
製
品
化
に
際

し
て
は
効
率
性
と
品
質
向
上
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
、
理
論
と
実
践
を
学
ぶ
た
め
に
大
学

卒
業
か
ら
10
年
ほ
ど
た
っ
て
か
ら
大
学
院
に

入
学
し
ま
し
た
。
物
理
学
で
理
学
博
士
と
な

り
、
さ
ら
に
理
論
を
応
用
し
た
生
産
技
術
を

学
ん
で
工
学
博
士
と
な
り
ま
し
た
。

　
私
の
父
は
九
州
大
学
で
物
理
学
の
教
員
を

し
て
い
ま
し
た
。
私
の
名
前
「
秀
樹
」
は
湯

川
秀
樹
さ
ん
か
ら
い
た
だ
き
、
父
が
名
づ
け

た
も
の
で
す
。
湯
川
秀
樹
さ
ん
が
卒
業
し
た

京
都
大
学
の
物
理
学
科
を
目
指
し
て
い
ま
し

た
が
な
か
な
か
難
し
か
っ
た
の
で
、「
そ
れ

な
ら
湯
川
秀
樹
さ
ん
が
創
設
に
か
か
わ
っ
た

日
本
大
学
の
物
理
学
科
に
し
よ
う
」
と
、
理

工
学
部
物
理
学
科
に
入
学
し
ま
し
た
。

　
教
え
て
も
ら
う
立
場
の
高
校
ま
で
と
は
違

い
、
大
学
は
自
ら
研
究
が
で
き
る
場
所
で

す
。
そ
し
て
全
国
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
集

ま
り
、
一
緒
に
大
学
生
活
を
送
り
共
同
で
実

験
や
研
究
を
行
う
こ
と
で
、
初
め
て
社
会
性

と
い
う
も
の
が
経
験
で
き
る
場
所
で
す
。
卒

業
し
て
社
会
に
出
た
ら
そ
れ
で
終
わ
り
で
は

な
く
、
私
の
よ
う
に
悩
ん
だ
と
き
に
戻
れ
る

場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
私
は
今
で
も
日
本
大

学
に
は
お
世
話
に
な
っ
て
い
て
、
常
に
大
学

と
共
に
あ
る
と
い
う
感
覚
で
す
。
京
都
大
学

で
は
な
く
日
本
大
学
に
行
っ
て
本
当
に
良
か

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
大
学
は
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
、
卒
業

生
は
ど
こ
に
で
も
い
ま
す
。
日
大
生
が
も
っ

と
母
校
愛
を
抱
け
ば
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
日

本
大
学
は
羽
ば
た
け
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

悩
ん
だ
ら
大
学
に
戻
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

日
本
大
学
に
は
き
ち
ん
と
対
応
で
き
る
態
勢

が
整
っ
て
い
ま
す
。
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なかもり ひでき

1959 年	 福岡県生まれ
1985年	 理工学部物理学科卒業
1998年	 ナノテック株式会社代表取締役社長
1999年	 	日本大学大学院理工学研究科	

博士前期課程物理学専攻修了
2002年	 同　博士後期課程物理学専攻修了（理学博士）
2005年	 平成17年度文部科学大臣表彰科学技術賞受賞
2006年	 	日本大学大学院生産工学研究科	

博士後期課程機械工学専攻修了（工学博士）
2007年	 東久邇宮記念賞受賞（発明学会）
2009年　黄綬褒章受章
2011年　日本大学桜門社長会　副会長
2014年　日本大学理工学部校友会　副会長
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　1929 年に始まった「工学祭」は当初、
演芸会として催されていました。戦後は低
予算の中で研究発表の場となりましたが、
1966 年、「生活と技術」「学生生活における

人間関係と学問の追求」「科学と理想」という
統一テーマを掲げ、駿河台校舎の「工学祭」と習志
野校舎（現船橋校舎）の「習志野祭」に展開されまし
た。以降「習志野祭」は 47年の�
歴史を歩んできました。駿河台校
舎の「工学祭」は1976 年に「大
江戸祭」と名称を変えて17回行わ�
れ、1993 年には「青駿祭」とな
り2014 年までに 22 回開催され
ました。
　そして2015 年、長年２つの校

舎で別々に開催されてきた理工学部の学部祭「青
駿祭」と「習志野祭」は、理工学部のキャンパス
整備事業に伴い、初めての２校舎合同開催「第一
回桜理祭」として生まれ変わりました。

☆模擬店・展示が充実 ★�駿河台校舎での周知不足

桜
行

解
祭

員
！

理
委

説
実

が

ミス・ミスターCSTコンテスト開催

桜理祭実行委員が解説！

　習志野祭のメーンステージは過去３年、交通総合試験路に設置し
ていました。理工スポーツホール前の野球場に設置していたことも
あります。今回は新たな試みとして、14号館中庭にステージを設置
しました。
　これまでになく建物に囲まれたステージだったので、搬入・撤去
に一苦労。また、撮影制限のあるゲストが登壇した際の警備にも気
を遣いましたが、模擬店街から近いのと校舎の上階からもステージ
が見られるので、これまで以上にたくさんのお客さんにステージでの
イベントを楽しんでいただけました。今回から展示やCSTサイエン

スキッズ（実験）の場所を14号館に集約したので人が集まりやすく、
またステージがある14号館中庭は会場全体のちょうど真ん中にあ
たるため、桜理祭がステージを中心にして盛り上がりました。

☆いろいろな場所から見られる
☆模擬店街から近い

★�搬入・撤去が難しい
★撮影制限の管理が難しい

桜理祭、“初めて”

ココが

ウェルカムアーチ
（中央門）

“第一回”がまぶしいウエルカムアーチ（西門）

その１

２校舎
合同開催

その２

ステージが
14号館中庭に

オ
ー

プ

ニングでの学部長あいさつも
お

初

かっ
 た良　点 反省点

かっ
 た良　点 反省点
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初代ミス CST

佐藤　碧さん　

　　　趣味はダンス。
サークルは基礎スキー
同好会 BUMS に所属。

スキー歴は子どもの頃 
から

初代ミスターCST

原口 健太さん

趣味は野球（ポジショ 

ンはキャッチャー）と 
ドラム

　船橋校舎の習志野祭は近隣地域の方々には「地域のお祭り」のひとつとし
て周知されてきました。子ども連れの来場者が多いので、子ども向け（ファミリ
ー向け）の企画イベントを数多く用意していましたが、今回新たに大人向けの
企画イベントとして「第一回桜理祭講演会」を開催し、社会で活躍されている
理工学部の卒業生お二人を講演者としてお招きしました。
　当初想定していた大人の方だけではなく、子ども連れの方にも聴いていただ
け、参加者からは好評をいただきました。

☆これまでにない大人向けのイベント ★�開催決定が遅れ、�
パンフレットに載せられなかった

市原 英樹 氏（写真左）

『超高層ビル解体技術「テコレップシ
ステム」―キーワードは環境！―』
大成建設㈱建設本部技術部建築技術室次長
工業化学科（現物質応用化学科）卒業

小林 良夫 氏（写真右）

『科学鑑定の実際 ―真実はひとつ―』 

法科学鑑定人（日本大学理工学部講師）
工業化学科（現物質応用化学科）卒業

　学園祭といえば……ミスコンを思い浮かべる人が多いかもしれません。
しかし理工学部は女子学生の割合が少ないため、これまで学部祭でミス
コンは行われてきませんでした。そこで、記念すべき「第一回桜理祭」に
あたり、ミス＆ミスターCSTコンテストの初開催を企画。イベントの
目玉企画となりました。
　とはいえ「果たして出場してくれる女子が集まるのか？」、これは実
行委員全員の不安材料でした。あまたいる男子学生からミスター候補
を募るのには、心配なかったのですが。ビラを配ったり、知り合いに
声をかけたり、サークルを訪ねて勧誘したりして出場者を募集した結
果、ミスター候補が４名、ミス候補が３名集まりました。
　幸い企画倒れにならず、無事にコンテストを開催することができ、
学外からの来場者にも投票してもらえて人気企画になりましたし、「学
園祭らしさ」を出すことができました。

【初代ミス・ミスターCSTのお二人に優勝コメントをいただきました】

ミスター CST 原口 健太さん 
（海洋建築工学科１年）

ニックネーム：「はらけん」
エントリーのきっかけ：友達の推薦
ミスター CST になった感想：本当にう
れしいです。初代のミスターなので、
さらにうれしいです。

ミス CST 佐藤　碧さん 
（まちづくり工学科１年）

ニックネーム：「あおちゃん」
エントリーのきっかけ：友達の推薦
ミス CST になった感想：まさか自分が
選ばれると思っていなかったので驚
きましたが、とてもうれしいです。

　これまで習志野祭では、校内放送を利用してBGMを
流したり、イベントの告知や迷子のお知らせを行ったり�
していました。今回初めて、校内放送を利用した「CST
ラジオ」に挑戦しました。事前にWEBでアンケートを
採り、担当DJがその結果を基に話しました。「CSTラ
ジオ！」という声を入れたオリジナルのジングル（番
組の節目に挿入される短い音楽）も作りました。

ミス・ミスターCSTコンテスト開催

その４

講演会開催

その５

CSTラジオ
その３

ミス・ミスターCSTコンテスト開催

かっ
 た良　点 反省点
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桜理祭１日目

桜理祭イベントコレクション

ミニ四駆工房光の世界 ―筒の中からの招待状―格闘ゲームトーナメント 電気でパン作り

理工戦隊ナラレンジャーハモなら‼ ◯×王BINGO!! ―2015―

紅白歌合戦 Z in 桜理祭 （審査員）  紅白歌合戦 Z in 桜理祭 
（熱唱する出演者）

あいにくの雨で屋外イベントは中止。ステージ

イベントは理工スポーツホールで行われました。
ナラシノBUSAIKU!?

第一回桜理祭講演会　 Dance FloorDance Floor （客席の様子）女装コンテスト

桜理祭２日
目

英語＆日本語弁論大会
※同日開催

船橋市立坪井中学校吹奏楽部
（地域プロジェクト）

船橋キャンパスウォッチング
（研究施設公開）※同日開催

研究室公開
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特集　第一回桜理祭開催

❶ 喜びの言葉　❷  店のコンセプト＆主力商品　❸ 工夫した点　❹ お客様の反応＆感想　❺ 来年に向けて

も
ぎ
て
ん
ラ
ン
キ
ン
グ

　
　
結
果
発
表
！

第
一
回
桜
理
祭

❶  初参加で１位を取れたことがほんとに嬉
しかったです。

❷  薄利多売の焼きそば。
❸  前日から仕込みを行いました。（想像以

上にお客様が来て間に合わなかったケド）
❹  「主食になるものが焼きそばくらいしか

ない」と言われました。
❺  来年も１位を取れるよう頑張ります。

❶  数ある団体の中から「だに屋」を選んで
いただきありがとうございました。２位
に入賞することができ、心から嬉しく思
ってます。

❷  コンセプトはオンリーワン。どこの団体
とも被らないようなメニューを心がけて
います。今年は主力商品である鯨の竜田
揚げ、ベーコンともに大好評でした。

❸  揚げたてをクイック提供できるように心
がけました。

❹  鯨が初体験のお客様は恐る恐る食べて
いましたが、「美味しい」と言っていたの
が印象的でした。

❺  １位を目指して「だに屋」を成長させて
いきたいです。

❶  よっしゃー！
❷  見た目はたい焼き、中身はお好み焼き。

その名はお好みたい焼き !!
❸  納得がいく旨いもの作り、作業の効率

化、チャレンジ精神。『およげ！ たいや
きくん』をホルンで吹いて客寄せしました。

❹  「初めて食べる！」や「美味しい！」とい
う声があり、リピーターが続出でした。

（３日間、毎日買いに来てくれた人も）
❺  一番旨くて人気な屋体を目指します！

来年は１位を奪う !!

３位　桜菜２位　だに屋１位　ばかうめぇ焼きそば

桜理祭３日目

ミス・ミスター CSTコンテストミス CST 候補者 ミスター CST 候補者鼓龍（地域プロジェクト）

閉会宣言
（第一回桜理祭実行委員長による一本締め）

ゲスト 〜トークショー＆抽選会〜 井上麻里奈さん（左）、ゆかなさん（右） ゲストの登場に沸く客席

　ペットボトルロケット　　　　　昭和の遊び 子ども広場パフォーマンス大会



桜理祭ができるまで
Making of ‘Ouri Festival’
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特集　第一回桜理祭開催

Feb.

2
Mar.

3
Aip.

4
May

5
Jun.

6
主な役割・仕事 赤字は開催当日の作業

全体 準備委員会�
：�第一回桜理祭
テーマ決定

１年生の勧誘

各局の説明会�
（新歓プレ）

１年生の局決め

第１回企画立案会議�
（１プレ）�
：各局の年間計画発表

第１回協議会�
（委員会と先生方との協議）�
：�「習志野祭」「青駿祭」
の合同開催決定

合同開催・名称変更に伴
い「習志野祭実行員会」
解散

「第一回桜理祭実行委
員会」発足

第２回企画立案会議
（２プレ）

第２回協議会

委員会室をサークル棟
からテクノプレース15
の会議室に移動

第１回仕事週間（集中
して作業を行う期間）

習志野台納涼大会参加
（模擬店出店）

夏合宿（福島）

トークショーゲスト決定

第２回仕事週間

第３回企画立案会議
（３プレ）�
：学部祭の内容決定

第３回協議会

当日の警備についての
連絡会（1～2年生向け）

第４回協議会

前日準備

第一回桜理祭開催 
（案内、警備）

第４回企画立案会議
（４プレ）�
：各局の反省事項発表

第５回協議会

イベント局 昨年のイベント実績を�
踏まえて、企画立案

イベント案が実現可能か考察しながら�
ブラッシュアップ

ミス＆ミスターコンテスト
参加者募集・勧誘

横看板作製�
（中央門＆西門脇）�

イベント全体の運営

当
日
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
＆
運
営
等

　　ステージ リハーサル 参加者募集・勧誘 最終確認

CSTサイエンスキッズ 予備実験 最終確認

スタンプラリー／もぎてんランキング

CSTラジオ 放送決定 アンケート開始、放送スケジュール決定 リハーサル（10月まで）� オリジナル・ジングル制作

講演会 開催決定 講演者依頼

広報局 【学園祭マスコットグランプリ】参加、投票喚起 【学園祭マスコット�
グランプリ】結果発表

パンフレット 構成案作成 デザイン作成、頁レイアウト 校正作業 印刷、完成

広報物（宣伝ポスター、チラシ類） デザイン 完成、掲示依頼

WEBサイト 開設準備 デザイン、コンテンツ作成 完成

Twitter 開始

総務局 参加団体サポート

渉外（協賛企業） 電話交渉 第１回企業訪問 協賛企業決定、協賛内容交渉� 第２回企業訪問：協賛内容決定、パンフ掲載内容決定

地域プロジェクト 参加団体と電話交渉 第１回参加団体訪問 第２回参加団体訪問 最終確認

模擬店・展示 参加団体募集、第１回説明会 第２回説明会

フリーマーケット 参加者募集 参加者情報整理

製作局 子ども広場の看視

ウェルカムアーチ（中央門・西門） 企画立案（５月まで） 図面作成、試作 図面作成、部材割り 図面完成 作製 仮組み、塗装� 設置、補修 解体

ステージバック 企画立案（５月まで） 図面作成、試作 図面作成、部材割り 図面完成 作製 完成 設置、補修

子ども広場 製作物決定 図面作成 作製 完成 解体

2015

第一回桜理祭テーマ�

〜 Next�Color 〜
第一回桜理祭で
は、大学近隣の
皆様方をはじ
め、本学学生や
教職員等、数多
くの人々がかかわりを持ち、人それぞ
れのカラーを出し合える場所と考えま
した。学部・学科・学年の枠を超えさ
まざまな人たちとかかわり、それぞれ
のカラーを持って行動し、桜理祭を通
じて、個性あふれる人間形成ができる
よう願いを込めました。また、理工学
部の学部祭一本化により、新たな学部
祭を築き上げていく第一歩になるとい
う想いを「次へ」という意味のNEXT
に込め、テーマとしました。

� ☆�テーマカラーは白、サブカラーは赤

桜理祭マスコットキャラクター
“ふーぷく”



理 工 サ ー キ ュ ラ ー 　 N o . 1 6 7 8

Jul.

7
Aug.

8
Sep.

9
Oct.

10
Nov.

11
Dec.

12
主な役割・仕事 赤字は開催当日の作業

全体 準備委員会�
：�第一回桜理祭
テーマ決定

１年生の勧誘

各局の説明会�
（新歓プレ）

１年生の局決め

第１回企画立案会議�
（１プレ）�
：各局の年間計画発表

第１回協議会�
（委員会と先生方との協議）�
：�「習志野祭」「青駿祭」
の合同開催決定

合同開催・名称変更に伴
い「習志野祭実行員会」
解散

「第一回桜理祭実行委
員会」発足

第２回企画立案会議
（２プレ）

第２回協議会

委員会室をサークル棟
からテクノプレース15
の会議室に移動

第１回仕事週間（集中
して作業を行う期間）

習志野台納涼大会参加
（模擬店出店）

夏合宿（福島）

トークショーゲスト決定

第２回仕事週間

第３回企画立案会議
（３プレ）�
：学部祭の内容決定

第３回協議会

当日の警備についての
連絡会（1～2年生向け）

第４回協議会

前日準備

第一回桜理祭開催 
（案内、警備）

第４回企画立案会議
（４プレ）�
：各局の反省事項発表

第５回協議会

イベント局 昨年のイベント実績を�
踏まえて、企画立案

イベント案が実現可能か考察しながら�
ブラッシュアップ

ミス＆ミスターコンテスト
参加者募集・勧誘

横看板作製�
（中央門＆西門脇）�

イベント全体の運営

当
日
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
＆
運
営
等

　　ステージ リハーサル 参加者募集・勧誘 最終確認

CSTサイエンスキッズ 予備実験 最終確認

スタンプラリー／もぎてんランキング

CSTラジオ 放送決定 アンケート開始、放送スケジュール決定 リハーサル（10月まで）� オリジナル・ジングル制作

講演会 開催決定 講演者依頼

広報局 【学園祭マスコットグランプリ】参加、投票喚起 【学園祭マスコット�
グランプリ】結果発表

パンフレット 構成案作成 デザイン作成、頁レイアウト 校正作業 印刷、完成

広報物（宣伝ポスター、チラシ類） デザイン 完成、掲示依頼

WEBサイト 開設準備 デザイン、コンテンツ作成 完成

Twitter 開始

総務局 参加団体サポート

渉外（協賛企業） 電話交渉 第１回企業訪問 協賛企業決定、協賛内容交渉� 第２回企業訪問：協賛内容決定、パンフ掲載内容決定

地域プロジェクト 参加団体と電話交渉 第１回参加団体訪問 第２回参加団体訪問 最終確認

模擬店・展示 参加団体募集、第１回説明会 第２回説明会

フリーマーケット 参加者募集 参加者情報整理

製作局 子ども広場の看視

ウェルカムアーチ（中央門・西門） 企画立案（５月まで） 図面作成、試作 図面作成、部材割り 図面完成 作製 仮組み、塗装� 設置、補修 解体

ステージバック 企画立案（５月まで） 図面作成、試作 図面作成、部材割り 図面完成 作製 完成 設置、補修

子ども広場 製作物決定 図面作成 作製 完成 解体

協賛品受け取り、当日掲示
用企業ポスター等受け取り

出店場所決定、調理器具�
発注、椅子・長机数確認

参加団体対応、調理器具配
布、ごみ箱設置、水場確認

13,104票獲得！ �
“ふーぷく”２位健闘
2014年は、５位に甘んじた
“ふーぷく”。2015年は学部
一丸となって“ふーぷく”を�
応援、優勝を目指しました。�
投票最終日、暫定１位となる�
も結果は惜しくも２位。
小差で優勝を逃したものの、
大躍進を遂げました。

残念ながら優勝を逃してしまっ
たぷく〜。でも、みんなといっし
ょに、優勝争いに絡む善戦がで
きたぷく！ うれしいぷく！ あり
がとぷく！
リベンジはぜったいするぷくよ。

“優勝”っていう来年の目標がで
きたぷく〜。これからも
応援よろしくぷく〜！

“ふーぷく”より

校内放送（BGM、告知） 
記録写真・動画撮影
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電
子
工
学
科
教
授
　
作
田 

幸
憲

水
晶
発
振
器
の
研
究
と
人
と
の
出
会
い 

 
 

 

─
─
お
釈
迦
様
の
掌
の
上
に
居
る
？

134

１
．
は
じ
め
に

　
学
生
の
頃
、
社
会
の
進
歩
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

は
「
ネ
ジ
が
ど
の
く
ら
い
使
わ
れ
て
い
る
か
」

だ
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
い

く
ら
か
前
の
こ
と
、
こ
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
は

「
水
晶
デ
バ
イ
ス
が
ど
の
く
ら
い
使
わ
れ
て
い

る
か
」
に
変
わ
っ
た
と
聞
い
た
。
確
か
に
自
動

車
を
例
に
見
る
と
、
40
年
程
前
に
利
用
さ
れ
て

い
た
水
晶
デ
バ
イ
ス
は
時
計
用
と
ラ
ジ
オ
の
電

子
チ
ュ
ー
ナ
ー
程
度
で
あ
っ
た
が
、
今
で
は
エ

ン
ジ
ン
制
御
用
装
置
、
エ
ア
バ
ッ
グ
、
カ
ー
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
、
キ
ー
レ
ス
エ
ン
ト

リ
ー
等
々
、
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
機
器
の
開

発
に
伴
っ
て
水
晶
デ
バ
イ
ス
の
利
用
が
増
加
し

続
け
て
い
る
。

２
． 

中
学
校
・
高
校
時
代
の
恩
師
と
の 

出
会
い

　
私
は
早
生
ま
れ
で
、
か
つ
仮
死
状
態
で
生
ま

れ
た
た
め
か
身
体
が
小
さ
く
、
と
く
に
小
学
校

の
低
学
年
の
と
き
は
劣
等
生
を
絵
に
描
い
た
よ

う
な
子
ど
も
で
あ
っ
た
（
母
い
わ
く
、
通
信
簿

は
い
つ
も
ア
ヒ
ル
の
行
進
〝２
ば
か
り
一
列
に

並
ん
で
い
る
”）。

　
転
機
は
引
っ
越
し
に
あ
っ
た
。
中
学
校
に
進

学
し
、
中
学
２
、３
年
生
の
と
き
、
担
任
の
藤

原
勝
廣
先
生
に
よ
り
土
曜
日
の
放
課
後
、
数
学

を
み
っ
ち
り
仕
込
ま
れ
た
。
当
時
、
父
が
Ｃ
Ｂ

無
線
機
販
売
の
仕
事
を
し
て
お
り
、
藤
原
先
生

が
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
趣
味
か
ら
父
の
会
社
の

こ
と
を
ご
存
じ
で
、
将
来
、
父
の
跡
を
継
ぐ
な

ら
数
学
が
重
要
だ
か
ら
勉
強
さ
せ
た
と
、
後
に

教
え
て
も
ら
っ
た
。
先
生
は
教
員
に
な
る
前
、

大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
の
技
術
者
と
し
て
働
い
て

い
た
と
の
こ
と
で
、
大
学
ノ
ー
ト
の
文
字
ば
か

り
の
式
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
と
き
、
単
純
に

も
「
か
っ
こ
い
い
な
ぁ
」「
自
分
も
解
け
る
よ

う
に
な
り
た
い
」
と
思
っ
た
こ
と
が
、
理
工
系

に
進
み
た
い
と
思
っ
た
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。

３
． 
大
学
時
代
の
恩
師
と
の
出
会
い　

　
大
学
３
年
生
の
と
き
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使

わ
せ
て
も
ら
え
る
研
究
室
が
あ
る
と
聞
き
、
後

に
ご
指
導
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
須
山
正
敏
教

授
（
故
人
）
の
研
究
室
に
出
入
り
さ
せ
て
も
ら

う
よ
う
に
な
っ
た
。
研
究
室
に
は
、
そ
の
当
時

助
手
を
さ
れ
て
い
た
、
同
じ
く
後
に
ご
指
導
い

た
だ
く
こ
と
に
な
る
関
根
好
文
先
生
（
現
在
、

名
誉
教
授
）
が
お
ら
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を

教
え
て
い
た
だ
い
た
。
須
山
研
究
室
は
電
気
工

学
科
の
高
周
波
研
の
流
れ
を
汲
む
研
究
室
の
一

つ
で
、
高
周
波
研
で
は
昭
和
の
早
い
時
期
か
ら

水
晶
発
振
器
に
関
わ
る
研
究
を
行
い
日
本
で
初

め
て
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
を
用
い
た
水
晶
発
振
器
も

開
発
し
た
。
そ
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
須
山
研
究

室
で
あ
っ
た
が
、
私
自
身
は
そ
の
よ
う
な
こ
と

も
知
ら
ず
、
た
だ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
触
れ
る
と

い
う
こ
と
の
み
が
目
的
で
あ
っ
た
。
卒
業
研
究

で
は
、
発
振
器
の
こ
と
を
広
く
学
べ
と
の
こ
と

か
ら
振
動
論
や
非
線
形
微
分
方
程
式
、
電
子
回

路
を
勉
強
し
た
。

　
大
学
院
に
進
み
、
修
士
課
程
で
は
水
晶
振
動

子
を
利
用
し
て
直
接
マ
ル
チ
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
か

ら
安
定
な
低
周
波
数
を
得
る
分
周
波
発
振
器
を

研
究
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
併
せ
て
修
士
１
年

の
と
き
、
須
山
先
生
よ
り
東
京
工
業
大
学
で
開

催
さ
れ
て
い
た
精
密
周
波
数
に
関
す
る
委
員
会

へ
行
く
よ
う
言
わ
れ
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
委
員
会
に
は
、
当
時
の

周
波
数
関
連
技
術
に
関
わ
る
世
界
的
に
も
著
名

な
先
生
方
が
多
数
お
ら
れ
、
こ
の
後
の
多
く
の

委
員
会
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
発
表
を

通
じ
て
指
導
し
て
い
た
だ
く
幸
運
に
恵
ま
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

水晶共振回路を用いた
（水晶）発振器の構成
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４
． 

水
晶
発
振
器
の
安
定
度
評
価
技
術
と

低
位
相
雑
音
化

　
か
く
の
如
き
助
走
を
基
に
、
本
格
的
な
研
究

を
始
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
当
時
、
水
晶

発
振
器
は
出
力
信
号
の
短
期
間
の
安
定
性
を
問

題
視
す
る
研
究
に
重
点
が
向
け
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
現
在
用
い
ら
れ
て
い
る
位
相
変
調
に
よ

り
情
報
を
伝
え
る
技
術
を
実
現
す
る
上
で
重
要

で
あ
っ
た
た
め
で
、
出
力
周
波
数
の
再
現
性
を

評
価
す
る
の
に
ア
ラ
ン
分
散
ま
た
は
位
相
雑
音

を
用
い
る
こ
と
が
提
唱
さ
れ
て
い
た
。
ア
ラ
ン

分
散
は
統
計
量
で
使
わ
れ
る
分
散
と
同
様
の
概

念
で
あ
る
が
、
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
２
つ
の

デ
ー
タ
の
み
か
ら
分
散
値
を
求
め
る
こ
と
と
、

そ
の
２
つ
の
デ
ー
タ
間
の
空
き
時
間
を
ゼ
ロ
と

す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
当
時
、
通
常
の
周

波
数
カ
ウ
ン
タ
は
高
精
度
周
波
数
源
か
ら
得
た

１
秒
間
に
被
測
定
信
号
の
波
が
何
個
あ
る
か
を

測
り
周
波
数
を
求
め
て
い
た
が
、
測
定
デ
ー
タ

の
保
存
や
カ
ウ
ン
タ
リ
セ
ッ
ト
の
た
め
空
き
時

間
を
ゼ
ロ
と
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。

　
私
は
、
被
測
定
信
号
の
あ
る
一
つ
の
ゼ
ロ
ク

ロ
ス
点
と
適
当
な
複
数
周
期
後
の
ゼ
ロ
ク
ロ
ス

点
の
時
刻
の
差
か
ら
周
期
を
求
め
、
そ
の
逆
数

よ
り
周
波
数
を
求
め
れ
ば
良
い
こ
と
に
気
が
つ

い
た
。
こ
の
方
式
な
ら
ば
、
測
定
は
ゼ
ロ
ク
ロ

ス
点
の
時
刻
の
み
と
な
り
、
測
定
間
に
デ
ー
タ

を
転
送
す
れ
ば
、
空
き
時
間
を
ゼ
ロ
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
卒
研
生
の
協
力
を
得
て
、
こ
の

方
式
の
装
置
を
作
製
し
、
そ
の
後
の
実
験
に
利

用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
問
題
は
水
晶
発
振
器
の
出
力
周
波
数
が
揺
ら

ぐ
原
因
が
発
振
回
路
を
構
成
す
る
電
子
回
路
部

分
に
あ
る
と
の
見
通
し
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の

影
響
を
も
っ
と
正
確
に
知
り
た
い
と
の
目
的
か

ら
一
つ
の
実
験
回
路
を
考
案
し
た
。
そ
れ
は
ホ

ト
カ
プ
ラ
を
利
用
し
た
発
振
器
で
、
ホ
ト
カ
プ

ラ
内
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
で
水
晶
発
振
器
を
構
成

し
、
ホ
ト
ダ
イ
オ
ー
ド
に
流
す
電
流
に
よ
り
ホ

ト
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
内
に
既
知
の
変
動
を
起
こ
さ

せ
、
出
力
信
号
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
現
れ
る

か
を
調
べ
る
よ
う
に
し
た
回
路
で
あ
る
。
実
験

結
果
よ
り
、
位
相
変
動
や
周
波
数
変
動
の
発
生

に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
知
見
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
こ
の
検
討
か
ら
も
っ
と
も
低
位
相
雑
音
と

な
り
得
る
発
振
回
路
の
構
成
を
考
案
す
る
に
至

っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
証
明
し
よ
う
と
す
る

と
、
そ
の
性
能
を
超
す
よ
う
な
低
位
相
雑
音
の

信
号
源
や
測
定
法
が
な
い
こ
と
も
分
か
り
、
新

た
な
工
夫
を
模
索
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の

検
討
を
通
じ
て
被
測
定
発
振
器
の
位
相
雑
音
を

拡
大
し
て
測
定
す
る
方
法
や
評
価
対
象
よ
り
も

低
位
相
雑
音
と
な
る
基
準
信
号
を
得
る
方
法
な

ど
、
い
く
つ
か
の
方
法
を
提
案
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
、
従
来
用
い
ら
れ
て
い
た
方
法
で

あ
っ
た
が
、
一
つ
の
発
振
器
の
出
力
を
分
岐
し

て
両
信
号
に

2⁄π

の
位
相
差
を
作
り
出
す
こ
と

に
よ
っ
て
発
振
器
自
体
の
雑
音
を
打
ち
消
し
、

測
定
系
の
み
で
発
生
す
る
雑
音
、
つ
ま
り
、
測

定
系
の
測
定
限
界
を
評
価
し
て
い
た
と
き
、
使

用
す
る
信
号
源
に
よ
っ
て
そ
の
測
定
値
に
差
が

生
じ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
こ
の
現
象
を
正

確
に
記
述
す
る
こ
と
を
試
み
、
こ
の
結
果
は
、

自
分
自
身
で
位
相
変
動
を
小
さ
く
す
る
よ
う
動

作
す
る
自
己
安
定
化
発
振
器
や
、
後
に
博
士
後

期
課
程
で
学
位
を
取
得
さ
れ
た
今
池
健
博
士

（
現
、
助
教
）
の
外
部
水
晶
共
振
回
路
を
用
い

た
発
振
器
の
位
相
雑
音
低
減
手
法
の
提
案
に
繋

が
っ
た
。

５
．
お
わ
り
に

　
私
に
と
っ
て
水
晶
発
振
器
の
研
究
の
面
白
さ

は
、
定
常
発
振
と
い
う
動
作
が
制
御
系
の
立
場

か
ら
見
る
と
非
線
形
動
作
の
上
に
不
安
定
点
に

あ
り
、
そ
の
中
で
も
っ
と
も
高
い
安
定
な
信
号

を
取
り
出
し
た
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
触
り
た
く
て
入
っ
た
研
究

室
で
あ
っ
た
が
、
人
と
の
繋
が
り
と
い
う
か
、

人
と
の
縁
の
不
思
議
を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。

研
究
室
に
入
る
前
の
こ
と
、
父
が
身
体
を
壊
し

会
社
を
た
た
む
こ
と
に
な
り
、
販
売
を
扱
わ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
た
Ｃ
Ｂ
無
線
機
の
製
作
会
社

の
会
長
、
安
藤
徳
次
郎
氏
に
種
々
相
談
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
以
前
に
父
か
ら
〝
キ
ン
セ
キ
シ

ャ
”
を
作
っ
た
方
だ
と
聞
か
さ
れ
た
こ
と
は
あ

っ
た
が
、
世
間
に
疎
い
私
に
は
何
の
こ
と
か
分

か
ら
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
研
究
室
に
入
っ
て

水
晶
発
振
器
の
研
究
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
大

分
後
で
、
安
藤
氏
が
戦
前
に
水
晶
振
動
子
を
製

造
す
る
〝
金
石
舎
研
究
所
”
を
創
立
し
、
須
山

先
生
を
は
じ
め
、
高
周
波
研
と
は
深
い
繋
が
り

を
持
つ
方
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。

　

以
前
、
幾
人
か
の
卒
業
生
に
「
会
社
の
中

で
、
先
生
の
論
文
を
用
い
て
勉
強
会
を
し
て
い

ま
す
」
と
の
話
を
聞
い
た
と
き
、
少
し
は
役
立

つ
仕
事
が
で
き
た
の
か
な
と
嬉
し
く
思
っ
た

が
、
こ
れ
も
温
か
く
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
須
山

先
生
や
関
根
先
生
、
な
ら
び
に
電
子
工
学
科
・

電
気
工
学
科
の
諸
先
生
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て

い
る
。
ま
た
、
こ
の
受
け
た
御
恩
を
学
生
や
社

会
へ
還
元
す
る
こ
と
が
私
の
責
務
で
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。

位相雑音特性（VCO）位相雑音特性（VCXO）

さくた ゆきのり
1952 年２月	 東京に生まれる
1970 年３月	 日本大学高等学校卒業
1974 年３月	 日本大学理工学部電気工学科卒業
1976 年３月	 同大学院理工学研究科電気工学専攻修士課程修了
1980 年３月	 同博士後期課程単位取得退学
1980 年４月	 日本大学理工学部電子工学科助手
1987 年３月	 工学博士（日本大学）
1989 年４月	 専任講師
1994 年４月	 助教授
1996 年４月	 日本大学短期大学部工業技術学科助教授
1997 年４月	 教授
2001 年４月	 理工学部電子工学科教授（現在に至る）
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シ
ビ
ル
エ
キ
ス
ポ
は
、
土
木
工

学
科
が
主
催
す
る
高
校
生
や
一
般

の
方
々
に
土
木
を
紹
介
す
る
企
画

で
す
。
例
年
、
理
工
学
部
の
船
橋

キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
お
よ

び
学
部
祭
と
同
日
に
船
橋
キ
ャ
ン

パ
ス
の
テ
ク
ノ
プ
レ
ー
ス
15
で
開

催
し
て
お
り
、
多
く
の
来
場
者
が

あ
り
ま
す
。
土
木
工
学
科
の
各
研

究
室
が
ブ
ー
ス
形
式
で
研
究
紹
介

を
行
う
ほ
か
、
大
型
実
験
施
設
で

あ
る
環
境
水
理
実
験
室
の
公
開
や
、

学
生
が
製
作
し
た
実
際
に
渡
れ
る

木
製
歩
道
橋
の
展
示
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
在
学
中
の
１
、

２
年
生
に
と
っ
て
も
、
土
木
を
よ

り
深
く
学
び
研
究
室
も
知
る
こ
と

が
で
き
る
企
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
土
木
工
学
科
の
学
生

組
織
で
あ
る
学
生
幹
事
会
が
企
画

段
階
か
ら
担
当
の
先
生
方
と
協
力

し
、
主
に
以
下
の
３
つ
の
パ
ー
ト

を
担
当
し
ま
し
た
。
ま
ず
１
つ
目

に
、
シ
ビ
ル
エ
キ
ス
ポ
を
一
般
の

方
に
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
た
め

ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
、
船
橋
キ
ャ

ン
パ
ス
近
隣
の
小
・
中
・
高
校
、

約
１
０
０
校
に
配
布
し
ま
し
た
。

当
日
、
来
場
し
た
小
学
生
か
ら
「
ポ

ス
タ
ー
を
見
て
来
ま
し
た
」
と
い

う
言
葉
が
聞
け
て
、
努
力
し
た
甲

斐
が
あ
っ
た
と
非
常
に
嬉
し
く
感

じ
ま
し
た
。

　
２
つ
目
は
、「
強
い
橋
を
作
っ
て

み
よ
う
」
と
い
う
体
験
コ
ー
ナ
ー

の
準
備
、
運
営
を
担
当
し
ま
し
た
。

体
験
コ
ー
ナ
ー
は
小
学
生
や
中
学

生
に
少
し
で
も
わ
か
り
や
す
く
土

木
を
伝
え
る
た
め
の
企
画
で
、
ほ

か
に
「
水
を
き
れ
い
に
し
て
み
よ

う
」「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
触
っ
て
み

よ
う
」
の
２
つ
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。「
強
い
橋
を
作
っ
て
み
よ
う
」

で
は
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で

が
ス
チ
レ
ン
ペ
ー
パ
ー
で
８
㎏
の

重
り
に
耐
え
る
模
型
の
製
作
を
行

い
ま
し
た
。
最
初
は
ぎ
こ
ち
な
く
、

専
門
用
語
を
連
発
し
て
説
明
に
苦

戦
し
て
い
た
学
生
ス
タ
ッ
フ
も
、

昼
に
は
コ
ツ
を
つ
か
み
「
小
学
生

が
完
成
し
た
模
型
に
楽
し
そ
う
に

重
り
を
載
せ
る
の
を
見
て
感
動
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
３
つ
目
は
、
在
学
中
の
１
、２
年

生
に
向
け
た
学
生
相
談
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
た
こ
と
で
す
。
大
学
生

活
や
履
修
に
関
す
る
下
級
生
か
ら

の
質
問
に
幹
事
会
の
上
級
生
が
答

え
た
り
、
３
年
生
の「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ス
タ
デ
ィ
」と
い
う
科
目
で
制
作

し
た
模
型
の
展
示
や
授
業
内
容
を

説
明
す
る
ブ
ー
ス
を
設
置
し
ま
し

た
。
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
１
年
生

か
ら
「
今
の
う
ち
に
勉
強
し
た
ほ

う
が
い
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
」	

と
か
、
２
年
生
か
ら
「
就
職
に
向

け
て
今
か
ら
準
備
す
べ
き
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？
」
と
い
う
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
シ
ビ
ル
エ
キ
ス
ポ
は
過

去
最
高
の
来
場
者
数
を
記
録
し
ま

し
た
。
今
学
ん
で
い
る
土
木
の
専

門
知
識
は
将
来
技
術
者
に
な
る
た

め
に
必
要
な
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、

生
活
を
支
え
る
土
木
工
学
と
い
う

分
野
は
技
術
者
だ
け
が
わ
か
っ
て

い
れ
ば
成
り
立
つ
も
の
で
は
な
く
、

多
く
の
方
の
理
解
を
得
て
成
立
す

る
分
野
で
あ
る
こ
と
を
、
多
く
の

来
場
者
と
接
す
る
中
で
再
認
識
し

ま
し
た
。
シ
ビ
ル
エ
キ
ス
ポ
に
参

加
し
て
、
相
手
に
伝
え
る
難
し
さ

を
知
っ
た
の
と
同
時
に
、
伝
わ
っ

た
と
き
の
喜
び
を
感
じ
、
授
業
で

は
学
べ
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

学生記者が行く ！

学生記者028

構造・デザイン研究
室に所属。テクニ

カルデザイン	

コースで構造を勉
強中です。学生幹

事会幹事長と

して、多くの学生イ
ベントを企画、運

営しています。

高松寛子
土木工学科３年

シビルエキスポ2015
2015年11月1日

環境水理実験室

実際に渡れる木製歩道橋

「強い橋を作ってみよう」体験コーナー
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現代音楽研究会
　現代音楽研究会では、ほぼ月１の割合
でライブを行っています。ライブのたび
に新曲にチャレンジし、楽曲ごとに編成
を変えていろんな音楽を楽しみます。ジ
ャンルは幅広く、昔の洋楽から最近のロ
キノン系まで、そして有名・無名を問わ
ず、各人がその時その時で好きな楽曲に
取り組みます。
　バンド経験のある人もいますが、半数

は未経験者
です。最初
から「この
楽器がやり
たい」と入
った人もい
れば、「この
パートが空
いていたか
らやってみ
た」という

人もいて、楽器を手に取るきっかけはさ
まざまです。部室には誰かしらいて楽器
が置いてあるので、初心者には先輩が逐
次アドバイスしています。最初から難し
い曲にチャレンジする人もいれば、簡単
な曲からステップアップする人もいて、
上達の仕方も人それぞれですが、ひとつ
ひとつのライブを目標に、みんなで成長
していきます。とくに春・夏の合宿で
は、最終日のライブに向けて練習に没頭
するため、合宿期間中に目に見えて演奏	

	
	
	
	
	
	
スキルが上がる人が多いです。
　どんなジャンルでもOKなので、自分
が知らなかった音楽に触れることができ
ますし、実際に自分で演奏してみると、
それまで聞こえていなかったパートの音
が聞こえたりして、知っている曲でもあ
らためて楽曲の魅力に気づき、音楽の奥
深さを感じることができるようになりま
す。何より実際にお客さんの前で演奏す
るのは、とても楽しい。最初は「ミスし
て先輩に迷惑をかけないように」と緊張
しますが、楽しみながら一生懸命演奏す
るとお客さんにも楽しさが伝わり、盛り
上がります。そういうことに気が付いて
くると一層ライブを楽しめるようになっ
ていきます。

日本大学理工学部 
硬式庭球部
　日本大学理工学部硬式庭球部（リコ
テ）は、駿河台（男子／女子）と習志野
（男子／女子）に分かれて活動していま
す。それぞれが関東理工科大学硬式庭球
連盟に所属し、連盟主催の大会に参加し
ています。駿河台（男子）は平成 27年
度の２部リーグで優勝し、入れ替え戦で
も勝ったので、昭和 33 年の創部以来、
初めて１部リーグに昇格しました。今年
度は実力のある選手がそろい、近年まれ
に見る強いチームができたので、OB会

の方々からも「このメンバーで１部に上
がれなかったら、もう無理だろう」とま
で言われ、期待されていました。その分
プレッシャーもありましたが、「普通に
やれば勝てる」とリラックスして試合に
臨むことを心掛けました。
　船橋校舎にはテニスコートがあります
が駿河台校舎にはないので、駿河台チー
ムの平日の練習は週２回、授業後に江戸
川区のテニスコートで行っています。土
曜日には船橋校舎のテニスコートで、駿

河台と習志野の合同練
習を行っています。選
手になるのは小・中学
生からテニスを始めた
経験者ですが、もちろ
ん初心者も大歓迎で、
今年度は初心者を含め
てたくさんの入部者に
恵まれました。
　リコテは先輩後輩の
雰囲気がとても良く、

運動部にありがちな先輩が上から物を言
う関係ではなく、お互いにフラットな目
線で話ができるので、活動しやすいのが
魅力です。みんなまじめに「テニスがう
まくなりたい」と思っていて、個人練習
にも合同練習にも熱心に取り組んでいま
す。駿河台（男子）は１部リーグ残留を
目標に、また習志野（男子）や女子チー
ムも上位リーグへの昇格を目標に、部員
全員が一丸となって全体的に底上げして
いきたいと思っています。

File no. 57

File no. 58
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『交渉人  真下正義』
　日本では毎日のように何かしらの事件が起きており、中には大きな出来事
がいくつもあります。そしてそこには、武力ではなく、言葉で解決するもの
もあります。
　この映画は、地下鉄など人のいる場所に爆弾を仕掛ける犯人を、交渉によ
って解決に導いていく作品です。犯人が話した言葉を自動で検索するシステ
ムを使用して、犯人との会話を成立させていき、交渉によって事件解決まで
の道標を導き出します。
　近年では、言葉の検索や翻訳を自動で行うことが可能となってきています
が、まだ発展途上の段階です。事件を解決するためだけでなく、これからの
社会には高度な情報を駆使していく必要があると感じる作品です。
	 （応用情報工学科３年　小林	祐介） 『交渉人		真下正義		スタンダード・エディション』

DVD　4,500円（本体）＋税／２枚組
ブルーレイ　4,700円（本体）＋税
発売元：フジテレビジョン
販売元：ポニーキャニオン
©2005 フジテレビジョン	ROBOT	東宝	スカパー！WT

『ワイルド・スピード  SKY MISSION』
　あなたは車の限界をご存じでしょうか？
　代名詞となるカーアクションはもちろん、本作は車がビルからビルへ飛
び移り空中を舞うなど、限界を超えたアクションを数多く見ることができ
非日常を味わうことができます。
　さらに、クランクアップ直前の主演ポール・ウォーカーの死によりラス
トシーンの撮影は彼の弟２人が行ったことで、友情や家族との絆がより感
じられる作品となっています。
　シリーズものですが、本作から見てもとても楽しめる作品となっていま
す。車が好きな人だけでなく、何かにチャレンジしたいけどなかなか踏み
出せない人、洋画を今までに見たことがない人にぜひオススメしたい１作
です。	 （物質応用化学科４年　野田	和彦）『ワイルド・スピード		SKY	MISSION		ブルーレイ+DVDセット』

3,990円（本体）＋税
発売元：NBCユニバーサル・エンターテイメント
販売元：NBCユニバーサル・エンターテイメント
©2015	Universal	Studios.	All	Rights	Reserved.

『フェルマーの最終定理』 
サイモン・シン	著　青木		薫	訳／新潮文庫

　17世紀に活躍したフランスの数学者フェルマー、彼の独創的な発想から
生み出されたさまざまな定理の中で、350 年以上ものあいだ証明されるこ
とのなかった最終定理を中心に書かれています。内容は平易に書かれ、専門
家でなくとも読み進められるよう工夫された構成になっています。1995年、
アンドリュー・ワイルズによって示された証明方法には、２人の日本人数学
者が貢献しているエピソードもあり興味深いです。
　もう少し紹介したいのですが、ここに記すには余白が狭すぎるようです。
一度、手に取ってご一読されてみてはいかがでしょうか。
	 （一般教育数学系列准教授　武村	一雄）
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第 54 回公開市民大学 
を開催しました
平成 27年 10 月 10、17、24 日の３日間、理
工学部船橋校舎で公開市民大学講座を開催しま
した。今回開講したのは以下の講座です。それ
ぞれ、大勢の方にご参加いただきました。

「多言語国家ベルギー」	 	
	 一般教育准教授　ルート・ヴァンバーレン
「初心者向けゴルフ教室」
	 日本大学総合科学研究所教授　小山裕三
	 一般教育准教授　森長正樹
「パソコン教室（Excel 初級編）」
	 海洋建築工学科准教授　惠藤浩朗
「田山花袋の文学～柳田国男とともに～」
	 一般教育准教授　岸　規子
「からだの理と転倒予防」
	 一般教育准教授　髙橋亮輔
※「テニス教室」は雨天のため中止になりました。	
	 （庶務課）

 第 28 回日本大学理工学部図書館公開講座
を開催しました
平成 27 年 12 月３日、理工学部駿河台校舎１
号館CST ホールで「風災害─風の脅威から身
を守る─」と題して、理工学部土木工学科野村
卓史教授が講演されました。参加者からは「風
の脅威、またそれに対する対策、取り組みにつ
いてよくわかりました」「多方面からも風災害
を詳細に解析した興味ある講演でした」と盛況
の内に終了しました。	 （図書館事務課）

第 59 回理工学部学術講演会 
を開催しました
平成 27 年度第 59 回理工学部学術講演会は、
12月５日に滞りなく終了しました。本年度も
多数の申し込みがあり、16部会と３つの特別
セッションで口頭発表 342 件、ポスター発表
259 件の合計 601 件の発表となりました。参
加者数は、口頭発表 1995 名、ポスター発表
470 名の計 2,465 名（延べ人数）と、大規模
な学術講演会になりました。参加いただいた大
学院生、学部生、教員の皆様、また学術講演会
を実施するにあたり、ご協力ご支援くださいま
した教職員の皆様に心より感謝申し上げます。
発表は本年度も駿河台校舎１号館にて行いまし
た。口頭発表会場は３階から５階までの 12教
室を使用し、ポスター発表会場は６階CSTホー
ル、特別セッションは２階 121 会議室を使用
しました。
口頭発表会場は、やや狭いなど不自由をおかけ
した反面、どの会場に行くにも移動が容易であ
り、活気あふれる発表を満喫されたことと思い
ます。
ポスター発表は例年同様にCST ホールで複数
の部会を同時開催しました。少なからず異分野
との交流ができたことはとても有意義であり、
また大勢の学生や先生方が熱心に発表者と質疑
応答を交わしていただいたことは大変うれしい
限りです。
また特別セッションは、第 12回理工学研究所
講演会「先導研究推進助成金キックオフシンポ
ジウム」、学術講演会特別セッション「理工学
部プロジェクト研究成果報告」「理工学部応用
科学研究成果報告」の３つを実施しました。そ
して本年度の理工学部学術賞受賞者による特別
講演が所属部会で行われました。
本年度も優秀な講演発表者（口頭・ポスター）
に対して、「優秀発表賞」として山本学部長よ
り表彰状が贈られます。学生の皆様がこの学術
講演会をきっかけに、学会や国際会議等で発表
されることを大いに期待しています。
また、平成 28 年度も 12 月に学術講演会の開
催を予定しています。次年度はさらに多くの方
の発表、参加をお待ちしています。	（研究事務課）

「第 19 回理工学部英語弁論大会」「第１回
理工学部留学生のための日本語弁論大会」
を開催しました
平成 27 年 11 月１日、理工学部船橋校舎 13
号館で「平成 27 年度第 19 回理工学部英語弁
論大会」「平成 27年度第１回理工学部留学生の
ための日本語弁論大会」を開催しました。
昨年度までは駿河台校舎で英語弁論大会を開催
していましたが、今年度から船橋校舎に移し、
新たに留学生による日本語弁論大会が加わり桜
理祭期間に併せて開催しました。
開会式の後、出場者は２つの会場に分かれ、日
ごろの練習成果を披露し会場を沸かせました。
大会終了後は日本人学生と外国人留学生を交え
たティーパーティーを開催し、言葉の壁を越え
た交流で親睦を深めました。

英語弁論大会の結果
出場者　11名（学部 10名、大学院１名）

優　勝	 西村和真　海洋建築工学科３年
優　勝	 服部　立　海洋建築工学科１年
第３位	 田中紫織　物質応用化学科４年
観客賞	 西村和真　海洋建築工学科３年

※同点優勝により優勝者は２名

日本語弁論大会の結果 
 出場者　６名（学部６名）
優　勝	 ナイル・ピユシュ	
	 電子工学科３年／インド出身
第２位	 カリャンゴ・アレックス	
	 電子工学科３年／ウガンダ出身
第３位	 ヒメネス・べハラノ・ディアナ・エリザベス	
	 電子工学科３年／コロンビア出身
奨励賞	 陳　建国　建築学科１年／中国出身
	 （学生課）

事務局からの 
お知らせ
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　新しくなった学部祭「桜理祭」はいかがだったでしょうか？
在学生の皆さん、存分に楽しみましたか？　中学校や高校で
の文化祭の楽しい思い出も残っていることでしょう。それは、
クラスの仲間とみんなでわいわいがやがやとプロジェクトを
成し遂げた達成感からくるもので、年を重ねても同窓会など
では話題となることが多いものです。「桜理祭」はクラスでの
参加ではないので、どう参加していいのかわからない場合も
あるかもしれません。実際はどんなグループ単位でも出展な
どが可能です。来年度は、仲間を誘って積極的に参加してみ
ませんか。みんなでわいわいがやがやしましょう。 （轟）

16012623500

日本大学理工学部の公式 ページあります。

Event Report
11.1 sun.
船橋キャンパスウォッチング

11.28 sat.

ホームカミングデー＆

　未来博士工房成果報告会

12.11 fri.
駿河台校舎南棟（仮称） 　　　　新築工事地鎮祭
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